
1 
 

開 催 報 告 
矢倉緑地・緑陰道路 探鳥会 

 

（１）目的 
 西淀川は過去に公害のデパートと言われるほど環境が汚染されて野鳥も少なかったと言われています
が、現在は環境が改善し、約 100 種類の野鳥をみることができます。西淀川で様々な野鳥を観察するこ
とを通して環境について学び、いつまでも多様な野鳥を観察できる環境づくりへの理解を深めることを
目的としています。 
 

（２）日時： 
      2021 年 10 月 2日（土）午前 9時 30 分～12 時 30 分 
     下記については、予定していたが中止。 
         2021 年 4月 24 日（土）午前 9時 30 分～12 時 30 分 
          2022 年 2月 26 日（土）午前 9時 30 分～12 時 30 分 
     

（３）場所 
      集合：阪神福駅。 

解散：矢倉緑地 
福駅から野鳥を見ながら歩いて矢倉海岸まで向かいました。 

 

(４)内容：  
  開催できた 10 月 2 日は、渡り鳥が少なく樹木が生い茂っていることから、春や冬に比べると観察で
きる野鳥は少ないのですが、この日は 10 種類の野鳥を観察できました。探鳥会では、野鳥の会大阪支部
のリーダーから野鳥の生態について解説を受けた他、緑陰道路や矢倉緑地の樹木や昆虫などの自然環境
についても解説を受けました。野鳥は昆虫食や植物食、種子食、果実食、肉食と多様な食生をもっており、
多様な鳥がいることは生物の多様性にもつながっていることを知ってもらい、環境保護の重要性を理解
してもらいました。参加者からは、西淀川にこんなに様々な鳥を観察できるとは知らなかった、豊かな自
然があるのを改めて感じた、自然環境を大切にしたいといった感想が聞かれました。 
 
【10/2 に観察できた鳥】 
カワウ、アオサギ、ダイサギ、ミサゴ、トビ、ハシブトガラス、ヒヨドリ、キビタキ、スズメ、ドバト 
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福駅から大野川緑陰道路を通って淀川河川敷へ 
 

 
淀川のアオサギ                                     淀川の鉄塔のカワウ 
 

（５）参加者数 
        23 人 
 

（６）体制 
主 催：公益財団法人 公害地域再生センター（あおぞら財団） 
協力：日本野鳥の会 大阪支部 

 

 


